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本紙に掲載の平成 26 年度施政方針は、平成 26 年
３月の津和野町議会において示された冒頭の内容を
一部抜粋・再編集し掲載しています。施政方針の
全文については、津和野町ホームページ（http://
www.town.tsuwano.lg.jp/）に掲載しています。

４月にオープンした東京事務
所。首都圏との交流拠点とし
てスタートしています。

災害からの復旧・復興も最
重要課題のひとつ。着実に
取り組み、復旧までの歩み
を進めます。

で
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

財
政
再
建
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
歳
入
の
減

少
を
予
測
す
る
と
き
行

財
政
改
革
の
歩
み
を
終

え
る
状
況
に
は
到
底
な

く
、
改
革
の
精
度
を
更

に
高
め
な
が
ら
、
財
政

の
安
定
化
と
積
極
的
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
展

開
の
両
立
と
い
う
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
町
政
運

営
を
今
後
も
引
き
続
き
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、資
源
の
効
率
的
、

効
果
的
な
配
分
を
意
識
し
な
が

ら
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
福

祉
施
策
、
病
院
問
題
な
ど
の
保
健

医
療
対
策
、
地
域
活
力
を
生
み
出

す
源
と
な
る
商
工
観
光
や
農
林
業

の
振
興
、
津
和
野
な
ら
で
は
の
特

色
あ
る
教
育
、
文
化
の
保
存
・
活

用
、
更
に
は
道
路
や
上
下
水
道
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
整
備
な

ど
、
本
町
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
と
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
刻
も
早
い
災
害
復
旧

昨
年
7
月
28
日
の
豪
雨
災
害
に

よ
り
本
町
は
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
こ
の
場
に

お
い
て
、
被
災
を
さ
れ
ま
し
た

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
の

ご
支
援
に
対
し
て
お
礼
を
申
し
上

げ
る
し
だ
い
で
す
。

今
後
は
、
本
格
復
旧
に
向
け
て

実
施
設
計
業
務
と
と
も
に
工
事
発

注
に
入
っ
て
い
く
予
定
で
す
が
、

一
日
も
早
く
以
前
の
よ
う
な
み
な

さ
ま
の
生
活
が
再
開
さ
れ
る
よ
う

引
き
続
き
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
平
成
28
年
3
月
ま
で
に

は
概
ね
の
災
害
箇
所
を
復
旧
す
る

計
画
で
す
。
な
お
名
賀
川
の
改
良

復
旧
事
業
な
ど
一
部
の
復
旧
を
含

め
、
全
て
の
復
旧
は
平
成
30
年
3

月
末
日
と
な
る
見
込
み
で
す
。

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
に
お
願
い
た
し
ま
す
。

観
光
振
興
の
取
組
み

ま
た
、
こ
の
度
の
災
害
が
観
光

に
与
え
て
い
る
影
響
も
深
刻
な
も

の
と
し
て
受
け
と
め
て
お
り
ま

す
。
観
光
協
会
、
商
工
会
等
関
係

者
の
ご
努
力
に
よ
り
少
し
ず
つ
入

込
客
が
回
復
し
て
い
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
春
か
ら
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
動
向
が
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
町
と
い
た
し
ま

し
て
も
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
出
来
る
限
り

の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

過
疎
・
定
住
対
策
を
は
じ
め

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ

く
り本

町
の
過
疎
高
齢
化
は
、
災
害

の
発
生
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
引
き

続
き
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
厳
し

い
認
識
に
た
っ
て
お
り
ま
す
。
ひ

と
ま
ず
、
財
政
数
値
の
改
善
目
標

を
達
成
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
災

害
の
財
政
に
与
え
る
影
響
を
慎
重

に
判
断
し
な
が
ら
も
、
今
年
度
よ

り
積
極
的
な
事
業
展
開
に
う
っ
て

災害からの復旧・復興と
バランスの取れたまちづくり

平成26年度当初予算
 92 億 1,800 万円と主な事業

町税 6 億 6,618 万円（7.2％）

地方交付税 40 億円（43.4％）

使用料及び手数料 1億 3,652 万円（1.5％）
国庫支出金
17 億 1,192 万円（18.6％）

県支出金（５.5％）
5 億 1,106 万円

繰入金
3 億 7,594 万円（4.1％）

町債
14 億 4,320 万円（15.7％）

その他 3 億 7,315 万円（4.0％）

92 億 1,800 万円
（100％）

92 億 1,800 万円
（100％）

人件費 12 億 2,790 万円（13.3％）

物件費
13 億 4,704 万円（14.6％）

補助費等（10.7％）
9 億 8,738 万円

公債費 12 億 7,547 万円（13.8％）繰出金 10 億 1,307 万円（11.0％）

普通建設事業費
13 億 9,668 万円（15.2％）

災害復旧事業費
14 億 1,082 万円（15.3％）

その他
5億5,961万円（6.1％）

総務費（12.4％）
11億4,173万円

民生費（16.9％）
15億5,845万円

衛生費（7.9％）
7億2,627万円

農林水産業費（4.1％）
3億7,447万円

商工費（3.4％）
3億1,328万円

土木費（6.6％）
6億681万円

消防費（4.0％）
3億7,473万円

教育費（14.6％）
13億4,884万円

災害復旧費（15.3％）
14億1,082万円

公債費（13.8％）
12億7,547万円

その他（1.0％）
8,709万円

※各項目の予算額の千円未満の額については切り捨てているた
め、その合計額と予算総額が合致しない場合がありますので
予めご了承ください。

歳入 歳出

平成26年度当初予算における歳入・歳出構成内訳表

平
成
26
年
度
当
初
予
算

は
、
92
億
１
，
８
０
０
万
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
72
億
１
，

２
０
０
万
円
に
対
し
て
27
．
8
％

（
20
億
6
０
０
万
円
）
ア
ッ
プ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
定
住
対
策
を
柱
と
し

て
、
そ
の
要
因
と
な
る
子
育
て
支

援
、
健
康
づ
く
り
、
産
業
振
興
に

特
に
配
慮
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
よ
り
効
率
的
な
行
政
執
行
と

財
政
運
営
の
確
立
に
徹
す
る
予
算

編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
般
財
源
総
額
で

は
、
53
億
２
，
２
７
９
万
円
と

な
り
、
前
年
度
の
総
額
50
億
８
，

２
４
０
万
円
に
対
し
4.7
％

（
2
億
４
，
０
３
８
万
円
）
ア
ッ

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
に
比
べ
る
と
大
幅
な
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
要
因

は
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
最
重
点
課
題
と
し
関
係
す
る
予

算
の
増
額
と
、
進
行
す
る
少
子
高

齢
化
に
対
す
る
社
会
保
障
費
や
学

校
施
設
の
改
築
、
町
道
改
良
、
文

化
財
の
整
備
な
ど
投
資
的
経
費
の

増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
今
年
度
か
ら
新

た
に
計
画
さ
れ
た
主
な
事
業
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特別会計予算
国民健康保険事業 11 億 5,693 万円

介護保険事業 13 億 9,148 万円
後期高齢者医療 3 億 823 万円
簡易水道事業 6 億 405 万円
下水道事業 4 億 8,197 万円

農業集落排水事業 556 万円
奨学金 1,063 万円

電気通信事業 7,680 万円
診療所 8,991 万円

介護老人保健施設事業 4 億 5,581 万円
津和野町病院事業

収益的収入 7 億 2,455 万円
収益的支出 7 億 2,455 万円
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事業の担当課及びお問合せ先 予算額

「津和野という地域にある高校」の理念を
柱に生徒たちが地域と共生していく学校
づくりが始まっています。

昨年は、町の伝
統神事・鷺舞を
保存会の方から
教わりました。
今年度は町営の
英語塾もスター
トし学力向上に
も取り組みます

花菖蒲が咲き誇る殿町通り

鷗外ゆかりの地・文京区にオープンした東京事務所

林業振興を目的とした「山の宝でもう一杯！」

農業に携わる方の所得アップを目指します 対象地区の一つでもある本町通り

津
和
野
町
の
主
な
事
業
の
紹
介

薫
り
高
い
文
化
づ
く
り

商
工
業
・
農
林
業
の
活
性
化

郷
土
の
文
化
・
歴
史
を
継
承
す
る
こ
と
で
、
町
の
持
つ
文
化
的
価
値
な
ど
を
よ
り

高
め
て
い
く
た
め
に
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

各
分
野
で
の
産
業
振
興
を
目
指
し
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
度
の
当
初
予
算
は
92
億
１
，
８
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
新
た
に
取
り
組

む
様
々
な
事
業
の
中
か
ら
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

津
和
野
高
校
支
援
・
魅
力
化
事
業

１
，
８
７
６
万
円

存
続
の
危
機
に
あ
る
津
和
野
高
校
の

高
校
存
続
へ
向
け
た
支
援
体
制
の
強
化

の
た
め
、
高
校
に
配
置
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
1
名
増
員
し
ま
す
。
ま
た

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
通
じ
て
入
学

者
数
の
増
加
を
目
指
す
取
り
組
み
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
津
和
野
高
校
の
生

徒
の
学
力
保
障
・
人
材
育
成
支
援
・
高

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
事
業

５
，
８
９
６
万
円

平
成
25
年
4
月
の
津
和
野
町
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
、

今
年
度
よ
り
旧
城
下
町
を
中
心
と
し
た

重
点
地
区
で
の
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

今
年
度
実
施
予
定
事
業
は
、
津
和
野
駅

前
休
憩
施
設
等
整
備
に
向
け
た
用
地
整

備
、
殿
町
水
路
菖
蒲
枡
等
の
整
備
、
旧

城
下
町
の
サ
イ
ン
整
備
に
着
手
し
ま

す
。商

工
観
光
課
☎
（
72
）
０
６
５
２

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存

事
業

１
，
６
０
０
万
円

平
成
25
年
度
の
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
の
選
定
を
受
け
、
今
年
度
よ
り

保
存
修
理
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
要
望
の
あ
っ
た
4
件
の
う
ち
2

件
に
つ
い
て
保
存
計
画
に
基
づ
い
た
設

計
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
審
議
会
の
承

認
を
経
た
設
計
・
工
事
費
に
対
し
補
助

を
行
い
ま
す
。

商
工
観
光
課
☎
（
72
）
０
６
５
２

津
和
野
町
東
京
事
務
所

６
６
０
万
円

相
互
協
力
協
定
を
結
ん
で
い
る
文
京

区
に
開
設
し
た
津
和
野
町
東
京
事
務
所

を
拠
点
に
し
て
、
区
と
連
携
し
て
津
和

野
町
特
産
品
等
の
販
路
拡
大
と
観
光
客

誘
致
・
定
住
促
進
・
高
校
生
募
集
等
の

営
業
活
動
・
情
報
発
信
・
首
都
圏
と
の

交
流
拡
大
を
図
り
ま
す
。

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
（
74
）
０
０
９
２

津
和
野
町
林
業
型
・
地
域
お
こ
し

協
力
隊
事
業

８
７
０
万
円

国
の
事
業
を
活
用
し
、
森
林
整
備
・

木
材
搬
出
な
ど
を
実
践
す
る
林
業
版
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
２
人
募
集
し
、

林
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
と
連
携
し

て
、
小
型
林
業
機
械
を
使
用
し
て
３
人

程
度
を
１
班
と
し
て
森
林
整
備
を
進
め

る
「
自
伐
型
林
業
」
の
モ
デ
ル
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
者
が
中
心
と
な
り
、

町
内
の
９
割
を
占
め
る
森
林
で
の
山
仕

事
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
雇
用
の
場
の

創
出
を
図
り
、
林
業
で
就
業
し
、
町
内

で
定
住
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

農
林
課
☎
（
72
）
０
６
５
３

津
和
野
町
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
推
進

事
業

１
６
２
万
円

津
和
野
産
の
農
産
物
に
付
加
価
値
を

つ
け
る
た
め
、
認
証
農
産
物
制
度
を
試

験
導
入
し
、
将
来
的
な
津
和
野
ブ
ラ
ン

ド
の
構
築
、生
産
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
6
次
産
業

化
、
農
商
工
等
連
携
、
地
産
地
消
等
農

産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
為
に
必

要
な
新
規
商
品
の
開
発
費
及
び
販
売
促

進
費
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
対
象
は
町

内
の
生
産
組
合
、
認
定
農
業
者
、
ま
た

は
そ
れ
に
準
じ
た
団
体
等
と
な
り
ま

す
。
補
助
率
は
２
分
の
１
以
内
で
す
。

農
林
課
☎
（
72
）
０
６
５
３

津
和
野
町
林
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

事
業

１
，
４
０
０
万
円

Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
者
が
中
心
と
な
り
、

町
内
の
９
割
を
占
め
る
森
林
で
の
山
仕

事
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
雇
用
の
場
の

創
出
を
図
り
、
町
内
で
定
住
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

国
の
事
業
を
活
用
し
、
起
業
後
10
年

未
満
の
企
業
等
で
林
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
２
人
の
雇
用
委
託
を
行
い
、
川
上

側
の
活
動
で
は
、
小
型
林
業
機
械
を
使

用
し
て
３
人
程
度
を
１
班
と
し
て
森
林

整
備
を
進
め
る
「
自
伐
型
林
業
」
の
モ

デ
ル
を
構
築
し
ま
す
。
川
下
側
の
活
動

で
は
、
木
材
加
工
に
デ
ザ
イ
ン
性
を
持

た
せ
る
と
と
も
に
、
製
品
の
販
売
促
進

を
行
う
こ
と
で
、
木
材
の
付
加
価
値
を

高
め
る
こ
と
で
林
業
で
の
就
業
、
そ
し

て
定
住
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

農
林
課
☎
（
72
）
０
６
５
３

校
魅
力
化
の
た
め
英
語
に
特
化
し
た

『
町
営
英
語
塾
Ｈハ

ン

コ

ウ

Ａ
Ｎ
―
Ｋ
Ｏ
Ｈ
』
を

設
立
し
ま
す
。

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
（
74
）
０
０
９
２
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事業の担当課及びお問合せ先 予算額

昨年の豪雨により崩落した県道 13 号

解体工事が終わった建設予定地

昨年の災害時に派遣
された防災ヘリ

万が一の事態に適切に対処できる
よう日頃からの備えが大切です

まちづくり委員会と連携して整備される推進住宅
写真はイメージです

各路線の修繕は計画的に行われます

よりよい子育て環境の充実を目指します

防
災
・
安
全
安
心
に
向
け
た
取
組
み

安
心
し
て
毎
日
の
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
生
活
の
下
支
え
と
な
る
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

青
原
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

４
億
９
３
０
０
万
円

青
原
小
学
校
校
舎
は
、
平
成
25
年
度

に
行
っ
た
耐
震
補
強
工
事
の
施
工
中

に
、
建
築
当
時
の
施
工
不
良
箇
所
が
発

見
さ
れ
、
危
険
で
あ
り
、
補
助
対
象
建

物
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
解

体
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
事
業
に
よ
る
改
築
工
事
を
行
い

ま
す
。
新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
3
階
建
て
、
建
築
面
積
約
１
，

７
８
０
㎡
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
☎
（
72
）
１
８
５
４

平
成
25
年
豪
雨
災
害
復
旧
事
業

11
億
５
，
５
９
５
万
円

昨
年
７
月
28
日
の
豪
雨
等
で
被
災
し

た
公
共
土
木
施
設（
町
道
、普
通
河
川
）、

林
道
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
早
期
復

旧
の
た
め
に
、
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

災
害
復
旧
査
定
全
体
額
21
億
７
，

６
７
５
万
円
の
う
ち
、
昨
年
度
と
今
年

度
を
合
わ
せ
、
21
億
１
，
６
２
４
万
円

（
97
．
2
％
）
の
工
事
を
発
注
す
る
計

画
で
す
。
来
年
度
、
残
り
の
工
事
を
す

べ
て
発
注
し
ま
す
。

建
設
課
☎
（
74
）
０
０
８
１

防
災
士
資
格
取
得
支
援
助
成
事
業

30
万
円

防
災
士
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と

で
、
自
助
・
共
助
に
よ
る
防
災
活
動
を

促
進
し
て
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図

り
、
町
の
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。総

務
財
政
課
☎
（
74
）
０
０
２
８

児
童
ク
ラ
ブ
建
設
事
業

１
，
３
５
６
万
円

青
原
保
育
園
に
お
け
る
学
童
保
育
の

希
望
者
増
加
に
よ
り
園
内
で
の
児
童
の

受
け
入
れ
が
困
難
な
状
態
を
解
消
す
る

た
め
青
原
小
学
校
建
設
に
併
せ
て
同
校

敷
地
内
に
青
原
小
学
校
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
新
設
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
☎
（
72
）
０
６
７
３

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

毎
日
の
生
活
を
快
適
に
送
れ
る
よ
う
様
々
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
住
宅
整
備

1
億
７
０
１
万
円

定
住
推
進
対
策
と
し
て
、
若
者
等
の

人
口
の
増
加
及
び
定
住
化
を
図
り
、
過

疎
地
域
活
性
化
推
進
の
た
め
戸
建
の
住

宅
を
整
備
し
ま
す
。
今
年
度
は
青
原
・

左
鐙
の
２
地
区
に
全
５
戸
の
住
宅
を
建

設
し
、
入
居
者
の
募
集
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
（
74
）
０
０
９
２

次世代自動車の普及に備え早期に整備を行います

そ
の
他

次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ
整

備
事
業

２
，
２
２
８
万
円

環
境
に
も
や
さ
し
く
、
今
後
、
普
及

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車

が
利
用
で
き
る
急
速
充
電
設
備
を
町
内

に
あ
る
２
つ
の
道
の
駅
に
設
置
し
、
道

の
駅
施
設
の
誘
客
・
集
客
促
進
や
滞
在

時
間
の
延
長
に
よ
る
消
費
拡
大
を
図
り

ま
す
。

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
（
74
）
０
０
９
２

町
道
舗
装
修
繕
事
業１

，
２
６
５
万
円

町
道
に
お
け
る
安
全
な
通
行
や
事
故

防
止
、
災
害
の
予
防
等
の
た
め
に
、
舗

装
や
修
繕
を
行
う
事
業
で
す
。

今
年
度
は
、
道
路
改
良
事
業
を
大
溢

線
（
木
毛
）、
横
断
溝
の
改
修
事
業
を

日
原
青
原
2
号
線
（
三
渡
）、
舗
装
事

業
を
鹿
谷
線
、
左
鐙
向
線
で
計
画
し
て

い
ま
す
。

建
設
課
☎
（
74
）
０
０
８
１

町
政
に
関
す
る
イ
ロ
ハ
、
お
届
け
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

町
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
、
町
政
に
関
す
る
説
明
や
、

職
員
の
持
つ
専
門
知
識
を
生
か
し
た

講
習
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ

ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意
識
を

高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
共
に
学
ん
で
い
く
機
会
を

増
や
す
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
座
は
、
役
場
の
各
部
署
の
担
当

者
が
直
接
出
向
き
、
皆
さ
ん
に
分
り

や
す
く
役
場
の
仕
事
や
事
業
の
仕
組

み
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

現
在
の
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
は
30
種

類
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
講
座
の
内
容
や
お
申
込
み

方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
（
74
）
０
０
９
２
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建設課議会
事務
局

議場

Ｗ・Ｃ

正面玄関

駐輪場

W・C

総務財政課
危機管理室

副町長

町長

総合窓口
（税務住民課）

税務住民課

つわの暮らし
推進課

出納室

総務財政課
☎ 74-0028

課長（兼務）福 田 浩 文
課長補佐 青 木 早 知 枝

堀　 重 樹
安 村 義 夫
樋 口 和 宏
石 井 崇 恵
藤 井 安 弘
三 宅 将 平
大 庭 耕 平

危機管理室（総務財政課内）
室長（兼務）福 田 浩 文

大 垣　 隆
楠 　 寛

税務住民課
☎ 74-0069

課長 楠　 勇 雄
課長補佐 山 本 慎 吾
課長補佐 長 嶺 義 幸

大 井 正 彦
山 本 早 苗
瀧 山 浩 美
野 村 一 弘
村 上 宏 志
清 水 健 太
大 庭 美 里
椋 木 将 史

総合窓口（税務住民課）
☎ 74-0059

倉 木 正 行
斎 藤　 彩
湯 浅 典 子

Ｗ・Ｃ
Ｗ・Ｃ

教
育
委
員
会

商
工
観
光
課

総
合
窓
口

参事 教育長

健
康
福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

保
健
予
防
係

環境生活課

農林課
農業委員会

農業担い手支援センター
土地改良区

教育委員会
☎ 72-1854

教育次長 世 良 清 美
次長補佐 岩 本 要 二
次長補佐 清 水 浩 志

中 岡 真 一
竹 田 亨 志
横 田 雄 一
中 山 頌 子
宮 下　 浩

郷土館
☎ 72-0300

宮 田 健 一
伊 藤 悟 郎

商工観光課
☎ 72-0652

参事兼課長 大 庭 郁 夫
課長補佐 藤 山　 宏

米 本　 潔
水 津 太 志
沖 田 祥 子
酒 巻　 彰

総合窓口（商工観光課内）
☎ 72-0663

青 木 育 世
篠 原　 徹
俵　 知 巳
滝 本 紘 士

地域包括支援センター
（医療対策課内）☎ 72-0683

新 田 い ず み

長 野 純 子
高 松 　 遼

医療対策課
☎ 72-4088

課長 下 森 　 定
課長補佐 益 井 仁 志

山 下 泰 三

森鷗外記念館
山 本 博 之

安野光雅美術館
次長補佐 齋 藤 道 夫

桑原史成写真美術館
館長 廣 石　 修

※御用の際には安野
光雅美術館（☎ 72-
4155）へおかけ下さ
い。

津和野中央公民館
（津和野公民館）

石 橋 洋 亜

教育委員会日原窓口
次長補佐 齋 藤 和 幸

木部保育園
柳井江利子
石 村 直 子
谷 口 法 賀
竹 内 留 美

青原保育園
副園長 宅 野 文 子

水 津 智 美
岡 崎　 卓
井 上 史 子

給食センター
河 田 義 則
松 本 利 和

田 村 鉄 治

山 本　 徹

日原保育園
園長 和崎八恵子

豊 田 悦 子
篠 原 純 子
渡邉紗也加
大 谷　 高

畑迫保育園
副園長 草田比呂子

佐々木かおり

直地児童館
副館長 佐々木 正子

柳井 里絵子

出納室
☎ 74-0082

会計管理者 山 本 典 伸
室長補佐 中 田 紀 子

建設課
☎ 74-0081

課長（兼務） 田 村 津 与 志
課長補佐 豊 田 　 肇

齋 藤 隆 司

青 木 貴 志

後 藤 雅 之

新 田 　 亮

三 浦 香 織

岡 本 直 也

議会事務局
☎ 74-0089

事務局長 和 田 京 三

災害復旧推進室（建設課内）
室長（兼務） 田 村 津 与 志

副室長 木 村 厚 雄
中 田 伸 司
野 田 裕 一
齋 藤 貴 達
日 熊 憲 明
川 﨑 優 一
大 山 優 子
水 津 　 隆
岩 田 英 樹

各係への直通番号は下記の通り
となります。
○農地施設災害係
　☎ 72-4046
○公共施設災害係
　☎ 72-4047
○治山・林道災害係
　☎ 72-4048

職
員
配
置

平
成
26
年
4
月
１
日
よ
り
、
総
務
財
政
課
内
に
「
危
機
管
理
室
」
が
設
置

さ
れ
、
防
災
・
減
災
に
関
連
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公民館、保育園など

日原第2庁舎津和野共存病院内

環境生活課
☎ 72-0309

課長 竹 内　 誠
主査 益 成 安 廣
主査 吉 田 智 幸

小 藤 信 行
石 川 卓 弥
岸 田 浩 明
永 田 達 哉
宮 下 将 典

健康福祉課
☎ 72-0651

課長 齋 藤 　 等
課長補佐 渡 辺 寛 夫
課長補佐 中 村 博 己

岸 田 道 治
柳 井 宏 樹
小 柴 陽 介
村 上 あ ゆ み
河 野 雅 美
櫻 下 　 緑
田 中 美 里
石 川 千 絵
西 藤 絢 子

福祉事務所（健康福祉課内）
☎ 72-0673

課長補佐 佐 々 井 将 利
課長補佐 村 田 隆 昭
課長補佐 土 井 泰 一

須 川 寿 賀 子
植 田 直 樹
藤 本 憲 児
倉 木 翔 史
小 山 恵 美
石 川 慎 太 朗

農林課
☎ 72-0653

課長 久 保 睦 夫
主査 羽 多 野 寿 子

課長補佐 桑 原 正 勝
村 上 久 富
椿　 利 昭
阿 部 光 博
小 野 克 仁

農業担い手支援センター
（農林課内）

課長補佐 宮 内 秀 和
佐 伯　 晃

津和野庁舎 本庁舎

つわの暮らし推進課
☎ 74-0092

課長 内 藤 雅 義
主査 木 村 良 夫

課長補佐 赤 松 朱 美
清 水 孝 倫
山 本　 淳

村 上 剛 士
内 谷　 元
青 木 香 奈 絵
河 良 純 平
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438

301

こんにゃくえんま前

西片

後楽園

春日

パークスクエア
小石川

文京シビックホール

文京区役所

津和野町東京事務所

①三
み や け

宅 将
しょうへい

平
②総務財政課
③津和野町

①岡
おかもと

本 直
な お や

也
②建設課
③益田市

①河
こ う ら

良 純
じゅんぺい

平
②つわの暮らし推進課
③益田市

①宮
みやした

下 将
まさのり

典
②環境生活課
③浜田市

①大
お お ば

庭 美
み さ と

里
②税務住民課
③津和野町

①宮
みやした

下 浩
ひろし

②教育委員会
③愛知県

①水
す い づ

津 隆
たかし

②建設課（災害復旧推進室）
③津和野町

①岩
い わ た

田 英
ひ で き

樹
②建設課（災害復旧推進室）
③益田市

①椋
むくのき

木 将
まさふみ

史
②税務住民課
③益田市

広報つわの 2014 年 4 月 14 日発行

水
仙
の
里
・
益
田
市
鎌
手
の
出

身
で
す
。
技
師
と
し
て
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
あ
げ
、
一
日
で
も
早
く

津
和
野
の
災
害
復
旧
に
努
め
ま

す
。 災

害
復
旧
推
進
室
で
復
旧
の
業

務
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。昨

年
は
大
変
大
き
な
災
害
と
な

り
ま
し
た
が
一
日
で
も
早
い
復
旧

を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

津
和
野
町
に
は
幼
い
頃
か
ら
縁

が
あ
り
、
よ
く
遊
び
に
行
き
ま
し

た
。
今
回
役
場
職
員
と
し
て
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

津
和
野
町
で
暮
ら
す
の
は
初
め

て
で
日
々
新
し
い
こ
と
の
発
見
で

す
。
町
の
景
観
が
良
く
、
住
ん
で

み
て
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
場
所

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
と

と
も
に
よ
り
魅
力
的
な
場
所
に
な

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

前
に
津
和
野
で
働
い
て
い
た
事

も
あ
り
こ
の
町
に
は
と
て
も
愛
着

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
働
く

こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

津
和
野
町
に
U
タ
ー
ン
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
町
に
根
付

き
、
町
に
住
む
皆
さ
ん
が
よ
り
良

い
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
籍
地
は
津
和
野
で
す
が
、
住

む
機
会
が
無
か
っ
た
た
め
文
化
や

地
理
な
ど
分
ら
な
い
こ
と
が
多
い

で
す
。
採
用
を
機
に
名
実
と
も
に

津
和
野
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
自
宅
に
出
る
カ
メ
ム
シ
に
は

ま
い
り
ま
す
。

津
和
野
の
街
並
み
、
自
然
の
美

し
さ
に
惹
か
れ
て
き
ま
し
た
。
以

前
は
京
都
の
大
学
院
で
民
家
、
町

屋
、
町
並
み
の
研
究
な
ど
の
勉
強

を
し
て
、
そ
れ
を
津
和
野
の
た
め

に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
生
時
代
を
東
京
で
過
ご
し
た

の
で
地
元
の
良
さ
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
愛
す
る
土
地
で

働
く
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
町
の
た
め
に
精
進
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
1
日
、
津
和
野
町
東
京

事
務
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
で
は
、
首
都
圏
で
の
観
光

Ｐ
Ｒ
や
観
光
・
定
住
情
報
の
発
信
や
旅
行

代
理
店
へ
の
商
品
開
発
の
売
り
込
み
、
町

の
特
産
品
の
販
路
拡
大
を
目
的
に
活
動
を

行
い
ま
す
。

６
日
に
は
事
務
所
の
開
所
式
が
東
京
都

文
京
区
で
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
50
人
が

出
席
、
翌
７
日
に
は
石
見
神
楽
の
記
念
公

演
が
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
７
０
０
人
の
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

床
面
積
31
平
方
メ
ー
ト
ル
の
事
務
所
に

は
、
町
の
情
報
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
が
設
置

さ
れ
、
役
場
職
員
と
直
接
会
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つわみん活動日記

つわみんへ出演依頼など
ができます。詳しくはお
問合せください。

【お問合せ先】
商工観光課
☎ 72-0652

石見の肉まつり PR

３月 8・９日に江津市で島根県観
光キャラクター「しまねっこ」や、
石見地方で活躍する大勢のキャラク
ターといっしょに PR をしたんよ。

津
和
野
町
東
京
事
務
所
、
本
格
ス
タ
ー
ト

首
都
圏
と
の
交
流
拡
大
へ︻

問
︼つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
74
︱
０
０
９
２

他にもたくさん出演しました！
3/1~2

3/9

3/15

3/21

3/25

萩椿まつり PR（萩市）

３月 16 日に萩市で萩市のキャラ
クター「萩にゃん」や山口県のキャ
ラクター「ちょるる」などと一緒
に会場内で PR をしたんよ。

島根スサノオマジックゆるキャラ PR( 松江）

つわの SL 健康マラソン 来場者お出迎え

つわのみらいフェスタ ステージ PR

QRで
クイック

アクセス

「津和野散策バス」乗客お出迎え

桑原史成写真教室

鷗外のゆかりの地・東京都文京区にオー
プンしました。つわみんもお出迎え。

オープン記念で石見神楽を
披露！迫力の舞に拍手喝采
となりました。

【津和野町東京事務所】
〒 112-0002 東京都文京
区小石川町2-25-10パー
クホームズ小石川 103-3号
☎ 03-5615-8358

【営業時間】
午前 10 時～午後６時

【ホームページ】
http://tsuwano-
tokyo.net/
wordpress/

今年度新たに９名の職
員が採用されました。
皆さまのお役に立てるよう
頑張りますので応援よろし
くお願いします。
①氏名②所属部署③出身地



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-5

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談 , 交通事故相談
総務財政課･･･････☎74-0028

■無料人権相談
税務住民課･･･････☎74-0059

■健康相談 , 育児相談 , 幼児
健診 , こころの相談 , ケア
サロン津和野・かんがるー
教室 , 離乳食教室，手話生
活相談
健康福祉課･･･････☎72-0657

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談
社会福祉協議会津和野支所
･････････････････☎72-1494

■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支
所･･･････････････☎74-1617

■パソコン教室 , ハングル講
座 , アダルト英会話 , キッ
ズえいかいわＡ・Ｂ，ヨガ
& マットエクササイズ，水
彩画教室
日原中央公民館･･･☎74-0302

■ 3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室
津和野町民センター
･････････････････☎72-2070

■キラキラ体操教室、認知症
講演会 , 地域運動推進員研
修会，元気アップ教室
地域包括支援センター
･････････････････☎72-0683

■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い，健康体操、
青原公民館･･･････☎75-0039

■断酒会
断酒会鹿足支部
･･････････☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

納期限は6月2日
各料金・税金は納付期限ま
でに納付しないと、20 日以
内に督促状を発送します。
その後の納付には 100 円の
手数料が別途必要となりま
す。
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【当番医】津和野共存病院

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】栗栖医院

【当番医】和﨑医院

【当番医】増野医院 【当番医】小笠原医院

【当番医】小笠原医院

1

6 97

11 12

108

13 14 15 16 17

18 19

27 28

20 21 22 23 24

25 26

2 

4 5

3

29 30 31

国民健康保険税・第 2期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 2期
介護保険料・・第 2期
固定資産税・・第１期
軽自動車税・・第 1期

◎無料人権相談
（やまび /9:00~12:00）
◎明るい生活相談
（やまび /9:00~12:00）
◎ヨガ & マットエクササイズ
（やまセ /20:00~21:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎月いちボランティア清掃
（社協津和野支所 /8:00~9:00）

◎パソコン初心者教室
（青原公民館 /10:00~12:00）
◎育児相談
（日原保育園内子育て支援セン
ター /10:00~11:30）

◎無料行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）
◎心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）
◎史談会（まちせ /13:30~）
◎いきいきフィットネス体操
（青原公民館 /19:30~20:30）

◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）
◎乳児健診
（まちせ /13:30~）
◎キラキラ体操教室
（滝元上集会所 /13:30~14:30）
（中組自治会館 /15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田市役所 9~12 時 ,13~16 時）
◎水彩画教室
（まちせ /13:30,19:00~）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）
◎季節の湯（しょうぶ）
（なごみ ）

◎石見神楽公演（石見神楽左鐙
社中）
（なごみ ）

◎無料行政相談
（やまび /9:00~12:00）
◎明るい生活相談
（やまび /9:00~12:00）
◎無料法律相談【要予約】
（ふくせ /13:00~16:00）
◎ヨガ & マットエクササイズ
（やませ /20:00~21:00）

◎幼児健診
（やまび /13:30~）
◎キラキラ体操教室
（下左鐙集会所 /13:30~14:30）
（左鐙公民館 /15:30~16:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田市役所 9~12 時 ,13~16 時）
◎ケアサロン
（津和野共存病院 /11:00~12:00）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）
◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）
（麓耕自治会館 /13:30~14:30）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎無料人権相談
（まちせ /9:00~12:00）
◎健康相談
（発熱外来診療所 /9:30~11:30）
◎ 3B 体操
（まちせ /13:30~）
◎ファミリーバドミントンリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）

◎輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎無料行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）
◎心配ごと相談
（フクセ /10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎交通事故巡回相談
（益田市役所 /9~15 時）
◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（添谷公民館 /13:30~14:30）
（野地公民館 /15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田市役所 9~12 時 ,13~16 時）
◎水彩画教室
（まちせ /13:30、19:00~）
◎断酒会
（中央公 /19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）
◎季節の湯（しょうぶ）
（なごみ ）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）
◎育児相談
（直地児童館内子育て支援セン
ター /10:30~11:30）

◎キラキラ体操教室
（ 名 賀 地 域 セ ン タ ー
/10:30~11:30）

（小川公民館 /13:30~14:30）
（中座会館 /15:30~16:30）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎食育の集い - 調理実習 -
（青原公民館 /9:30~13:30）
◎アダルト英会話
（やませ /10:30~11:30）
◎キッズえいかいわ A
（やませ /16:15~17:00）
◎ファミリーバドミントンリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）
◎つわの英会話教室
（まちせ /20:00~21:00）

◎石見神楽公演（石見神楽須子
社中）
（なごみ ）

◎津和野図書館休館日◎キラキラ体操教室
（左鐙公民館 /13:30~14:30）
（須川公民館 /15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田市役所 9~12 時 ,13~16 時）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）
◎断酒会
（中央公 /19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）

◎離乳食教室
（やまび /9:30~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）
◎健康体操
（青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）
◎キラキラ体操教室
（高田自治会館 /10:30~11:30）
（野中自治会館 /13:30~14:30）
（中組自治会館 /15:30~16:30）

◎健康相談
（まちせ /9:30~11:30）
◎アダルト英会話
（やませ /10:30~11:30）
◎こころの相談【要予約】
（まちせ /13:30~16:00）
◎ 3B 体操
（まちせ /13:30~）
◎キッズえいかいわ B
（やませ /16:15~17:00）
◎つわの英会話教室
（まちせ /20:00~21:00）

◎演奏会びーくおりてぃー
（なごみ ）

地域運動推進員サロン活動の各開催日はコチラ！
日時 活動名（　）内は開催場所

5 月 7 日（水）① 9:30 ～ 11:30 ② 13:30 ～ 15:00 ①地域運動推進員研修会（まちせ）②きんぎょの会（木部公民館）
5 月 8 日（木）9:30 ～ 11:00 すずめ（柳会館）
5 月 9 日（金）① 10:00 ～ 11:30 ② 13:30 ～ 15:00 ①元気会（下町コミュニティセンター）②さくら会（須川公民館）
5 月 12 日（月）10:30 ～ 11:30 畑迫 HBC（畑迫公民館）
5 月 13 日（火）① 10:00 ～ 11:30

② 13:30 ～ 15:00
①なかよし中座（中座会館）①ハッスル会（鹿谷集会所）
②三葉会（程彼集落センター）②健康体操（青原公民館）

5 月 14 日（水）① 10:00 ～ 11:30 ② 13:30 ～ 15:00 ①にこにこ会（プラサ枕瀬）②すみれ会（小瀬会館）
5 月 21 日（水）10:00 ～ 11:30 すずめの会（池河公民館）
5 月 22 日（木）10:00 ～ 11:30 来い、鯉クラブ（津和野町民センター）
5 月 26 日（月）13:30 ～ 15:00 はつらつクラブ（小川公民館）
5 月 27 日（火）① 10:00 ～ 11:30 ② 13:30 ～ 15:00 ①のぞみクラブ（名賀地域センター）、②健康体操（青原公民館）

日公

日公

日公

日公

日公

日公

中央

中央

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

町セ 町セ

町セ

町セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

やま やま

やま

やま

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ
なごみ

やま

やま

振替休日こどもの日みどりの日

憲法記念日
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町からのお知らせ広報つわの 5 月号 vol.103

生活雑排水の
汚れの量…27g

トイレからの
汚れの量13g 汚れの量

４g

河
川
・
水
路
な
ど

交換が必要な古い端末

税務住民課☎ 74-0069

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納

期
を
守
り
ま
し
ょ
う

今
年
の
納
期
限
は
６
月
２
日

（
月
）
で
す
。
期
限
ま
で
に
お

近
く
の
金
融
機
関
等
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い

致
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら

れ
ま
す

一
定
の
障
が
い
な
ど
が
あ
り

障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
な
ど
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
申
請
期
間
は
５
月
23
日

（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

必
要
な
も
の
は
①
身
障
手
帳

等
②
運
転
免
許
書
③
印
鑑
④
納

付
書
。
受
付
窓
口
は
税
務
住
民

課
ま
た
は
商
工
観
光
課
総
合
窓

口
で
す
。

※
県
税
で
あ
る
自
動
車
税
を
減

免
済
み
の
方
は
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
昨

年
申
請
に
こ
ら
れ
た
方
で
、

体
調
不
良
や
病
院
へ
の
入

院
な
ど
で
、
期
間
中
の
申
請

が
困
難
な
方
は
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
「
グ
リ
ー
ン
化
税

制
」
に
つ
い
て

平
成
25
年
4
月
１
日
か
ら
平

成
26
年
3
月
31
日
ま
で
に
新
車

登
録
さ
れ
た
自
動
車
で
、
排
出

ガ
ス
性
能
が
良
く
燃
費
の
良
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
税
額
が
約

25
％
又
は
約
50
％
の
軽
減
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら

11
年
経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

及
び
13
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ

ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
、
税
額
が
10

％
加
算
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

島
根
県
税
務
課
（
☎0852-

37-0341

）
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

復
興
特
別
税
が
加
算
さ
れ
ま
す

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
目
指
し
て
自
治
体
が
実
施
す

る
防
災
に
関
す
る
事
業
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
平
成
35
年
ま
で
の
10

年
間
、
現
在
の
町
民
税
と
県
民

税
そ
れ
ぞ
れ
の
均
等
割
額
に
年

額
５
百
円
（
合
計
千
円
）
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

税に関するお知らせ

こ
の
写
真
の
告
知
端
末
機
を

ま
だ
お
使
い
の
方
は
、
サ
ン
ネ

ッ
ト
に
ち
は
ら
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
無
料
で
新
し
い
モ
デ

ル
の
告
知
端
末
機
に
交
換
致
し

ま
す
。

災
害
時
等
に
緊
急
の
放
送
を

す
る
こ
と
が
あ
る
大
切
な
機
械

で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

ご
注
意
下
さ
い

交
換
作
業
は
無
料
で
す
が
、

現
在
の
設
置
場
所
か
ら
変
更
を

希
望
す
る
場
合
、
告
知
端
末
交

換
作
業
後
に
町
内
の
指
定
電
器

店
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
の
工
事
費
用
は
お
客
様
負
担

と
な
り
ま
す
。

交
換
作
業
時
間
は
、
30
分
程

度
で
す
。
た
だ
し
、
設
置
状
況

に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
サ
ン
ネ
ッ
ト
に

ち
は
ら
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

デ
ジ
ア
ナ
変
換
は
来
年
３
月
で

終
了
し
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア

ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
は
平
成
27
年

３
月
に
終
了
し
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
が
終
わ
る
と
現
在
デ
ジ
ア
ナ

変
換
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
っ

て
い
る
家
庭
で
は
、
テ
レ
ビ
の

視
聴
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な

る
に
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ

ジ
）
を
受
信
す
る
方
法
は
次
の

３
通
り
で
す
。

地
デ
ジ
の
受
信
方
法

①
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
契
約
す

る
②
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替

え
る

③
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入

す
る

サンネットにちはら☎ 74-2099
古い告知端末の無料交換をしています

合併浄化槽の働きについて

合
併
処
理
浄
化
槽（
以
下「
浄

化
槽
」
と
い
う
。）
は
、
下
水

道
施
設
の
ミ
ニ
版
で
、
ト
イ
レ

や
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
等
の
生

活
雑
排
水
を
綺
麗
に
し
、
水
路

や
河
川
等
に
放
流
す
る
も
の
で

す
。
浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
に
次
の
３
つ

の
事
を
守
り
ま
し
ょ
う

①
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
専
門
の
点
検
業
者
の
方

へ
定
期
的
な
点
検
を
お
願
い
し

ま
し
ょ
う
。

②
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

１
年
に
１
回
以
上
は
浄
化
槽

の
中
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
の
清
掃

が
必
要
で
す
。
町
の
許
可
を
受

け
た
専
門
業
者
に
依
頼
し
ま
し

ょ
う
。

③
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

こ
の
検
査
は
浄
化
槽
の
維
持

管
理
や
機
能
が
適
正
か
ど
う
か

県
知
事
に
報
告
す
る
た
め
に
検

査
（
有
料
）
で
す
。
検
査
に
つ

い
て
は
、
島
根
県
浄
化
槽
普
及

管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎0852-

24-8165

）
が
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助

町
で
は
、
個
人
型
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
て
次
の

表
の
通
り
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
交
付
に
際
し
て
の
条

件
等
詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ

い
。

不
法
投
棄
は
、
法
に
よ
り
厳

し
く
罰
せ
ら
れ
、
５
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
（
法
人
に
対
し
て
は

３
億
円
以
下
）
又
は
こ
の
併
科

が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
行
為
で

す
。
ま
た
、
未
遂
も
、
実
行
と

同
様
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

不
法
投
棄
が
与
え
る
影
響

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
地
域

の
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な

く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土
壌
や

水
質
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
一
度
不
法
投
棄
の
名
所
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
例
え
ご
み

を
撤
去
し
て
も
ま
た
す
ぐ
に
不

法
投
棄
さ
れ
、
多
大
な
処
理
費

用
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み

を
片
付
け
、
元
の
状
態
に
戻
す

に
は
、
多
く
の
時
間
と
お
金
も

か
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
ご
み
の
処
理
費
用
等

は
、
貴
重
な
税
金
で
賄
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
た
ら　

不
法
投
棄
は
あ
く
ま
で
行
為

者
が
片
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
特
定
が
で
き
な
い

場
合
、
土
地
の
管
理
者
や
所
有

者
が
処
理
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
不
法
投
棄
し

に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り

　

①
こ
ま
め
に
草
刈
等
を
行

い
、
見
通
し
の
良
い
き
れ
い
な

状
態
に
し
て
お
く
。
②
ロ
ー
プ

や
柵
を
す
る
、
入
口
に
鍵
を
設

け
る
な
ど
、
簡
単
に
投
げ
込
め

な
い
、
入
り
込
め
な
い
よ
う
に

す
る
。
③
定
期
的
な
見
回
り
な

ど
で
土
地
の
状
態
を
把
握
し
て

お
く
、
な
ど
で
す
。

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人
や

不
法
投
棄
物
を
見
か
け
た
と
き

は
、
警
察
や
役
場
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

環境生活課☎ 72-0309

環境生活課☎ 72-0309

不法投棄は「しない」「させない」「許さない」

◇個人型合併処理浄化槽に対する補助金
人槽区分 補助金限度額 延床面積（参考）

5 人槽 332 千円 住居部分の面積が 150㎡未満

6~7 人槽 414 千円 住居部分の面積が 150㎡以上
8~10 人槽 548 千円 2 世帯住宅等
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島根県益田県土整備事務所　
津和野土木事業所☎ 72-0554

津和野川・名賀川の災害復旧について

昨
年
７
月
28
日
の
豪
雨
に
よ

る
災
害
に
つ
い
て
、
現
在
島
根

県
で
は
復
旧
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
特
に
激
甚

な
被
害
が
あ
っ
た
津
和
野
川
と

名
賀
川
沿
い
で
は
、
再
び
昨
年

と
同
じ
く
ら
い
の
雨
が
降
っ
て

も
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
、
河
川
災
害
復
旧
助
成
事
業

に
よ
り
川
幅
を
拡
げ
る
等
の
復

旧
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
は
、
河
川

内
の
土
砂
撤
去
や
、
護
岸
工
事

に
本
格
着
手
す
る
た
め
、
残
土

運
搬
等
、
大
型
車
両
が
頻
繁
に

道
路
を
通
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

沿
線
住
民
の
方
々
、
一
般
車

両
等
へ
ご
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い

よ
う
心
掛
け
ま
す
の
で
、
早
期

復
旧
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

つわみん © 津和野町
津和野（観）許諾第 12 号

「
つ
わ
み
ん
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
作
り
た
い
！
」「
旅
行
会
社

の
広
告
に
使
用
し
た
い
！
」「
お

菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
利
用
し

た
い
！
」
な
ど
、
つ
わ
み
ん
の

イ
ラ
ス
ト
は
申
請
に
よ
っ
て
ど

な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
イ
ラ
ス
ト
使
用
は
申
請
し

て
か
ら
許
可
が
で
る
ま
で
に
７

～
10
日
前
後
日
数
が
必
要
で

す
。
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

デ
ザ
イ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

は
出
版
社
、
旅
行
会
社
等
が
使

用
す
る
場
合
で
、
町
へ
の
誘
客

効
果
が
期
待
で
き
る
と
き
や
、

そ
の
他
公
用
に
使
用
す
る
と
き

に
無
償
で
使
用
で
き
ま
す
。

無
償
申
請
に
該
当
し
な
い
、

営
利
を
目
的
と
し
た
商
品
、
景

品
ま
た
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
利
用

し
、
商
品
等
作
成
す
る
場
合
は

手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
周
知
の
た

め
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に

使
用
を
許
可
し
た
有
償
申
請
に

つ
い
て
は
、
使
用
料
を
免
除
し

ま
す
。
た
だ
し
、特
定
の
個
人
、

企
業
お
よ
び
営
利
団
体
、政
党
、

宗
教
団
体
等
を
支
援
又
は
公
認

し
て
い
る
よ
う
な
誤
解
を
与
え

る
と
き
、
又
は
与
え
る
お
そ
れ

の
あ
る
と
き
な
ど
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

無
償
・
有
償
い
ず
れ
も
申
請

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
津
和
野
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

無
償
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
②
使
用
品
な
ど
の
見

本
（
見
本
が
添
付
で
き
な
い
場

合
は
写
真
な
ど
）、 （
必
要
に
応

じ
て
）
使
用
目
的
に
係
る
資
料

な
ど

有
償
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
②
企
画
書
（
レ
イ
ア

ウ
ト
・
設
計
図
・
使
用
方
法
が

わ
か
る
も
の
な
ど
）
③
使
用
品

な
ど
の
見
本
（
見
本
が
添
付
で

き
な
い
場
合
は
写
真
な
ど
）
④

（
販
売
物
が
食
品
の
場
合
）
保

健
所
の
営
業
許
可
証
（
写
し
）

商工観光課☎ 72-0652
つわみんのイラストはどなたでも使えます

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
制
度
の
ご
案
内

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等

で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の

計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

所
得
の
目
安

１
１
８
万
円
+
︷
扶
養
親
族

等
の
数
×

38
万
円
︸

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い

て
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
毎
年
の
申
請
が

必
要
で
す
。

平
成
25
年
度
に
学
生
納
付
特

例
を
う
け
て
い
る
方
で
、
平
成

26
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
に
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

4
月
上
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等

が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の

申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。（
申

請
の
時
期
に
よ
っ
て
は
送
付
さ

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
26
年

度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
の
添
付
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
申
請
手
続
き
な
ど

詳
し
く
は
、
津
和
野
庁
舎
健
康

福
祉
課
、
本
庁
舎
総
合
窓
口
ま

た
は
浜
田
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
の
手
続
き
を
す
る
と
き
は

年
金
の
手
続
き
や
相
談
を
す

る
場
合
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
基
礎
年
金
番
号
の
記

載
さ
れ
た
書
類
に
は
、
年
金
手

帳
・
年
金
証
書
・
年
金
振
込
通

知
書
・
年
金
額
改
定
通
知
書
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

健康福祉課☎ 72-0651
国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

税務住民課☎ 74-0059

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
取
組
の
一
環
と
し
て
人

権
標
語
を
募
集
い
た
し
ま
し

た
。
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の

大
切
さ
、
心
豊
か
な
人
権
意
識

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
町
内

◇
も
っ
て
る
よ　

 

み
ん
な 

こ
こ
ろ
に 

や
さ
し
い
き
も
ち

 

津
和
野
小
学
校 

1
年 

髙
久
ゆ
う
さ
ん

◇
ま
ち
中
に 

ふ
え
た
ら
い
い
な 

み
ん
な
の
え
が
お

 

津
和
野
小
学
校 

1
年 

陶
山
航
汰
さ
ん

◇
す
き
な
こ
と
ば 「
あ
り
が
と
う
」
と
「
ま
た
あ
そ
ぼ
う
」

 

津
和
野
小
学
校 

2
年 

日
熊
陽
斗
さ
ん

◇
き
み
か
ら
の　

 「
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
」　

う
れ
し
い
な

 

津
和
野
小
学
校 

2
年 

内
橋
柾
人
さ
ん

◇
だ
い
じ
ょ
う
ぶ 　

そ
ば
に
い
る
か
ら 

が
ん
ば
れ
る

 

津
和
野
小
学
校 

3
年 

村
田
和
樹
さ
ん

◇
う
れ
し
い
な 　

半
分
こ
に
ね 

あ
り
が
と
う

 

津
和
野
小
学
校 

3
年 

坂
口
優
介
さ
ん

※
順
不
同
、
平
成
25
年
度
（
平
成
26
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

人権の大切さを見直そう

の
学
校
に
ご
協
力
に
よ
り
、
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品

ず
つ
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

NHK 松江放送局
防災トークセッション

豪雨から島根を守れ！
～大雨災害から１年～

NHK 松江放送局では、「大雨・土
砂災害」に焦点を当てて、山陰地
方の災害リスクについて考える "
防災トークセッション " を実施し
ます。締切は５月 16 日です。
観覧をご希望の方は下記へお問合
せ下さい。

◆日時
平成 26 年 6 月７日（土）
　午後０時３０分（開場）
　午後１時　　  　（開演）
　午後３時　　　  （終了予定）

◆会場
島根県芸術文化センターグラン
トワ

◆お問合せ先
NHK 松江放送局
☎ 0852-32-0700（土日祝日除
く、午前 9 時 30 分～午後 6 時）



福
屋
八
丁
堀
本
店

５
月
１
日（
木
） 

〜 

13
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
30
分（
最
終
日
午
後
５
時
閉
場
）

※
入
場
は
閉
場
の
30
分
前
ま
で

入
場
料　

一
般
大
学
生
７
０
０
円
、 

高
校
生
以
下 

無
料

　
「
旅
す
る
画
家　

安
野
光
雅　

日
本
の
原
風
景
」
と
題
し
た

展
覧
会
が
、
広
島
福
屋
八
丁
堀
本
店
で
、
５
月
１
日
（
木
）
か

ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
で
広
島
に
お
出
か
け
の
際
は
是

非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
近
く
に
ご
家
族
、
お

知
り
合
い
が
お
ら
れ
る
場
合
は
是
非
と
も
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

主　
　

催　

中
国
新
聞
社

特
別
協
力　

公
益
財
団
法
人
ひ
ろ
し
ま
美
術
館

　
　
　
　
　

津
和
野
町
立
安
野
光
雅
美
術
館

協　
　

力　

広
島
銀
行

「江田島の「海軍兵学校」付近を望む」

　
森
鷗
外
記
念
館
で
は
、
企
画
展
「
鷗
外
文
学
に
見
る
草
花
」
展

を
開
催
中
で
、
季
節
柄
、
多
く
の
入
場
者
が
あ
り
ま
す

　
こ
の
企
画
展
は
、
鷗
外
の
新
た
な
一
面
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
鷗
外
作
品
に
登
場
す
る
草
花
の
う
ち
50
種
類
の
花
の
写
真
を

鷗
外
の
文
章
と
も
に
パ
ネ
ル
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
展
「
鷗
外
文
学
に
見
る
草
花
」
は
５
月
11
日
（
日
）
ま
で

開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
展
覧
会
図
録
が
こ
の
ほ
ど
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
鷗
外
作
品
に
現
れ
る
草
花
を
、
写
真
と
文
章
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
図
録
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
、
購
入
（
定
価 

１
０
０
０

円
・
税
込
）
は
、
森
鷗
外
記
念
館
（
０
８
５
６
‐
７
２
‐

３
２
１
０
）
ま
で
。

　

津
和
野
町
出
身
の
報
道
写
真
家
桑
原
史
成
さ
ん
（
77
）
が
、
昨

年
発
表
し
、
こ
の
広
報
紙
上
で
も
紹
介
し
た
写
真
展
「
不
知
火
海
」

と
写
真
集『
水
俣
事
件
』で
、第
33
回
土
門
拳
賞（
毎
日
新
聞
社
主
催
、

ニ
コ
ン
協
賛
）
を
受
賞
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

受
賞
理
由
と
し
て
、「
受
賞
作
の
『
水
俣
事
件
』（
昨
年
発
表
）
は
、

水
俣
病
の
公
式
発
見
か
ら
４
年
後
の
１
９
６
０
年
か
ら
昨
年
ま
で
、

熊
本
県
水
俣
市
に
通
い
続
け
、
半
世
紀
に
渡
り
丹
念
に
、
そ
し
て

広
く
こ
の
国
の「
事
件
」を
記
録
し
続
け
た
モ
ノ
ク
ロ
作
品
。ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
距
離
感
を
保
っ
た
一
貫
し
た
姿
勢
に
よ
る
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
写
真
で
、
私
的
な
写
真
が
あ
ふ
れ
る
日
本
の
写
真
界

に
刺
激
と
重
み
を
与
え
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
」
と
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

受
賞
式
は
、
４
月
16
日
（
水
）、
東
京
都
千
代
田
区
の
学
士
会
館

で
行
わ
れ
、
受
賞
記
念
写
真
展
は
、
銀
座
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
（
５
月
）、

大
阪
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
（
６
月
）、
土
門
拳
記
念
館
（
７
月
、
酒
田
市
）

で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

桑
原
史
成
写
真
美
術
館
で
は
、
６
月
20
日
（
金
）
か
ら
始
ま
る

第
２
期
の
企
画
展
を
「
受
賞
記
念
展
」
と
位
置
づ
け
、受
賞
作
「
不

知
火
海
」
を
展
示
す
る
計
画
で
す
。

桑
原
史
成
さ
ん　

第
33
回「
土
門
拳
賞
」受
賞

　

企
画
展
「
鷗
外
文
学
に
見
る
草
花
」
展　

５
月
11
日
（
日
）
ま
で 

森
鷗
外
記
念
館

お
知
ら
せ

新
刊

『
空
想
工
房
の
絵
本
』

　

雑
誌
「
数
理
科
学
」
の
表
紙
を
飾
っ
た
安
野
作
品
を
一
冊
に
ま

と
め
た
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
安
野
さ
ん
は
、『
ふ
し
ぎ
な
え
』

（
昭
和
43
年
、
福
音
館
書
店
）
を
出
版
し
た
翌
年
、
昭
和
44
年
５

月
号
か
ら
「
数
理
科
学
」
の
表
紙
の
絵
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
毎
号
「
特
集
」
に
そ
っ
て
、
創
造
豊
か
な
「
ふ
し
ぎ
な
絵
」

を
、
11
年
間
、
計
１
２
０
回
に
わ
た
り
連
載
を
し
、
多
く
の
数
学

者
や
科
学
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
機
知
に
富
ん
だ
作
品
は
、
今
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い

ま
す
が
、
初
め
の
作
品
か
ら
45
年
も
経
過
し
そ
の
全
貌
を
ま
と

め
る
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
前
に
安
野
さ
ん
の
資

料
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
松
原
茂
さ
ん
（
大
田
区
在
住
）
か
ら
寄
託

を
受
け
た
資
料
の
中
に
対
象

の
「
数
理
科
学
」
が
全
冊
そ

ろ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
調

査
、研
究
が
進
み
、作
品
デ
ー

タ
ー
を
美
術
館
が
提
供
し
、

安
野
さ
ん
自
身
も
文
章
な
ど

に
手
を
加
え
て
山
川
出
版
社

か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

◎
第
１
期
展
の
ご
案
内

会
期　
６
月
11
日
（
水
）
ま
で

　

○
第
１
展
示
室

　
　

繪
本 

三
國
志

　

○
第
２
展
示
室

　
　

原
風
景
の
旅

◎　
５
月
の
展
示
解
説

　
　
５
月
２
日
（
金
）　

午
後
２
時
か
ら

　
　
５
月
24
日
（
土
）　

午
後
２
時
か
ら

※　

午
後
１
時
50
分
頃
ま
で
に
、
美
術
館
受
付
前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

開
館
13
周
年
記
念
事
業　
「
ト
ー
ク
の
夕
べ
」　

　

檀
ふ
み
さ
ん
を
招
い
て

　
３
月
20
日
は
安
野
光
雅
美
術
館
の
開
館
記
念
日
で
す
が
、
こ
の

記
念
に
併
せ
て
３
月
22
日
の
夜
、
今
年
は
女
優
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

ま
た
司
会
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
檀
ふ
み
さ
ん
を
迎
え
、「
ト
ー
ク

の
夕
べ
」
と
題
し
て
、
安
野
光
雅
さ
ん
と
二
人
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
で
は
、
安
野
さ
ん
は
昨
年
、
皇
后
美
智
子
様
と
の
ご
縁

か
ら
御
所
の
庭
の
植
物
を
描
い
た
作
品
「
御
所
の
花
」
や
、
週
刊

誌
に
連
載
の
「
美
智
子
皇
后
さ
ま
の
う
た
」
と
題
し
て
皇
后
様
が

読
ま
れ
た
和
歌
な
ど
の
話
を
テ
ー
マ
に
話
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、

急
き
ょ
二
人
で
相
談
し
て
選
ん
だ
と
い
う
万
葉
集
や
皇
后
美
智
子

様
が
詠
ま
れ
た
短
歌
な
ど
14
首
を
檀
さ
ん
が
朗
読
し
、
そ
れ
を
題

材
に
二
人
が
息
の
合
っ
た
ト
ー
ク
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
埋
め
た
１
５
０
人
の
聴
衆
は
檀
さ
ん
の
朗
読
の
美
し
さ

と
、
息
の
合
っ
た
二
人
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
の
最
後
で
は
、
20
日
に
88
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
安
野

さ
ん
に
、
作
家
の
澤
地
久
枝
さ
ん
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
会
場
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
お
祝
い
を
し
て
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

レンズの前に突き出された船場岩
蔵さんの右手。1970 年 9月撮影。
（写真上）
写真集『水俣事件』

ツ
ツ
ジ
（
躑
躅
）

ツ
ツ
ジ
科
ツ
ツ
ジ
属（
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
類
を
除
く
）の
常
緑
ま
た
は
落
葉
低
木
の
通
称
。

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
サ
ツ
キ
な
ど
。

花
期
は
４
月
か
ら
６
月
頃
。

　

高か
う

野や

槙ま
き

や
皐さ
つ
き
つ
ゝ
じ

月
躑
躅
に
は
例れ
い

の
田で
ん

楽が
く

札ふ
だ

が
立た

て
て
あ
つ
た
の
に
、
此こ
の

辺へ
ん

の
草く
さ

花ば
な

に
は
そ
れ
が
立た

て
て
な
い
。
木き

村む
ら

は
少す
こ

し
失し
つ

望ば
う

し
た
。『

田
楽
豆
腐
』

　
「
ツ
ツ
ジ
」
の
記
述
が
あ
る
鷗
外
作
品
と
そ
の
表
記

普
請
中　
　
　
　
　
ア
ザ
レ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

田
楽
豆
腐　
　
　
　
皐さ
つ
き
つ
ゝ
じ

月
躑
躅

伊
沢
蘭
軒　
　
　
　
杜つ
 
つ
 
じ
鵑
花

う
た
日
記　
　
　
　
躑つ
つ
じ
ば
な
躅
花

花
暦　
　
　
　
　
　
躑
躅

館
外
展
の
お
知
ら
せ

旅
す
る
画
家　

安
野
光
雅

 

日
本
の
原
風
景

©桑原史成

企
画
展
図
録「
鷗
外
文
学
に
見
る
草
花
」

息の合った話をする檀ふみさん（右）と安野光雅さん（左）。
3月 22日、安野光雅美術館で。

　

安
野
光
雅
美
術
館
、
桑
原
史
成
写
真
美
術
館
、
森
鷗
外
記
念
館
な
ど
の
町
立
の
文
化
施
設
の
入
館
料
は
、
津
和
野
町
民
の
方
は
無
料
で
す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

30 日に空港で行われた記念式典の様子

同地区への移住者を増やすため、活発な意見交換が行われました

グランプリ作品は、子どもでも簡単に運べるアイデア溢れる絵描き
台となっています。

21　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　20

流域資源でアイデア商品
流域の森林資源を見つめ直す高津川デザインフォーラ

ムが益田市のグラントワで開催、学生デザインコンペ
ティション 2013 において応募点数 33 点の中から京都
精華大学大学院に通う徐丹穎さんの作品「kid's GROW」
がグランプリに輝きました。

同フォーラムは高津川流域の木材加工など４社で構成
されるた高津川ウッディクラフト有限責任事業組合（代
表・洗川武史）が流域にある森林資源の価値やデザイン
の力について考えなおそうと企画、ゲストに喜多俊之（大
阪芸術大学学科長）などを招き講演やパネルディスカッ
ションを行うなど森林資源について見直す機会となりま
した。

どんな人に来てほしい !?
3 月 30 日に商人渓村・まちづくり委員会で『ここへ住

もうよ ! 総決起集会』が商人生活改善センターで開催され、
同地区への移住者を増やすための方法や生活全般を考え
るといった内容について意見交換を行いました。

集会では平成 24 年度に町長付き職員として活動した畔
柳知宏さんを迎え、期間中に取り組んだ空き家対策事業
の報告を聞きながら、「移住者にどんな情報が必要なのか」
「（この地区は）どんな人に来て欲しいのか」といった地
区のニーズや移住者が欲しがる情報など様々な意見が交
わされ、地域ぐるみで受け入れる UI ターンについて考え
る非常に有意義な集会となったようです。

石見空港東京便、２便化スタート
最寄りの空の玄関口として親しまれている萩・石見空

港の羽田便が３月 30 日、11 年ぶりに２便化となり空港
で記念の式典が行われました。

昨年度、年間搭乗者数が７万人を超えた同空港、昨年
実施された国土交通省の羽田発着枠政策コンテストを経
て２年間の期間限定での２便化が決定しました。

津和野を含む圏域自治体で構成される萩・石見空港利
用拡大協議会（会長：山本浩章・益田市長）では２便化
により年間で 12 万人に利用目標を設定し、空港利用に
ついて PR を行って行く予定となっています。
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わたや

駅前ビジネスホテルつわの

■
5
月
11
日
（
日
）

和
﨑
医
院
☎
72
︱
０
０
２
５

■
５
月
5
日
（
月
）

津
和
野
共
存
病
院
☎
72
︱
０
６
６
０

■
5
月
18
日
（
日
）

栗
栖
医
院
☎
79
︱
２
０
０
６

■
5
月
4
日
（
日
）

増
野
医
院
☎
74
︱
０
０
５
３

■
5
月
25
日
（
日
）

松
浦
内
科
胃
腸
科
☎
77
︱
０
１
１
１

在
宅
当
番
医
 
…M

edical

︻
木
︼
内
科
（
午
前
）

︻
金
︼
内
科
（
午
前
・
午
後
）

︻
土
︼
内
科
（
午
前
）
※
第
１
･
３
･
５

泌
尿
器
科
︵
午
前
︶
第
１
・
３
・
５

※
泌
尿
器
科
の
予
約
は
日
原
診
療
所
ま
で

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で
す
。

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

︻
水
︼
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
専
門
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

︵
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付

は
16
時
30
分
ま
で
︶

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、
日
曜
・

祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で

す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分

と
午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す

︻
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
︼
毎
週
火
曜
15
時

■
5
月
3
日
（
土
）

小
笠
原
医
院
☎
79
︱
２
０
１
２

■
5
月
6
日
（
火
）

小
笠
原
医
院
☎
79
︱
２
０
１
２

ご
案
内
 
…
…
…
…guide

ひ
と
り
親
家
庭
法
律
相
談

法
律
的
な
問
題
（
養
育
費
、
悪
質
商

法
の
被
害
な
ど
）
に
つ
い
て
、
ひ
と
り

親
家
庭
を
対
象
と
し
た
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

奇
数
月
の
第
４
火
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分

い
わ
み
ー
る
︵
浜
田
市
︶

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
☎

0852-32-5920

自
然
を
活
用
し
た
事
業
へ
補
助
金

高
津
川
流
域
の
資
源
を
活
用
し
、
地

域
の
情
報
発
信
や
環
境
保
全
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど
を
対
象
に
最

大
50
万
円
を
補
助
し
ま
す
。
要
件
等
詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
27
日
︵
金
︶

益
田
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
☎0856-31-0226

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
制
度
・
出
張

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
で
は
、
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
体

や
、
関
心
を
お
持
ち
の
住
民
の
方
を
対

象
と
し
た
出
張
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
の
街
の
地
域
づ
く
り
活
動
を
応

援
す
る
助
成
金
や
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

右の小指側を左の甲に
つけ、跳ね上げます。

今
月
の
手
話

﹁
あ
り
が
と
う
・
お
礼
﹂

遣
な
ど
、
様
々
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、
予
約

不
要
で
す
。

５
月
12
日
︵
月
︶
15
時
30
分
～
19
時

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

☎0855-25-1600

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

遺
産
相
続
、
遺
言
、
不
動
産
の
売
買

な
ど
、様
々
な
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
で
す
が
、
そ
の
場
合
少
し
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

５
月
15
日
︵
木
︶
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎0120-114-234

手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

先
日
、
あ
る
講
演
会
に
要
約
筆
記
が

つ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
参
加
し
た
方
が

「
今
ま
で
何
を
話
し
て
い
る
か
が
聞
こ

え
な
く
て
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
今
日
は

よ
く
わ
か
っ
た
」「
要
約
筆
記
を
初
め

て
知
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
高
齢
で
聞
こ
え
に
く
く
な
る
と
、

周
囲
の
人
が
耳
元
で
大
き
な
声
で
話
を

し
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
。
歳
を
と

る
と
音
が
ゆ
が
ん
で
聞
こ
え
る
た
め
、

音
を
大
き
く
し
て
も
言
葉
が
は
っ
き
り

聞
き
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

聞
こ
え
な
い
あ
る
い
は
聞
こ
え
難
く

て
も
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
要
約
筆

記
で
す
。
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
次

の
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
福
祉
課
☎72-0673　

FA
X72-

1660

◆
あ
ゆ
み
の
里
☎0856-31-5100　

FA
X0856-31-5102

医
療
 …
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

︻
月
︼
循
環
器
内
科
（
午
前
・
5
月
12
、

26
日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）

︻
火
︼
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
︻
午
前
︼
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
︻
午
後
︼
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
）

︻
水
︼
漢
方
外
来
（
5
月
14
日
）
・
整
形

外
科
（
午
後
）

︻
木
︼
耳
鼻
咽
喉
科
隔
週
（
午
前
と
午

後
、
午
後
の
み
）

︻
金
︼
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・
小

児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診
（
午

後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
︵
午
前
︶
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
︵
午
前
︶
木
曜

日
︵
午
後
2
時
か
ら
開
始
︶

︵
日
本
神
経
学
会
専
門
医
︶
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

︻
月
︼
内
科
（
午
前
・
午
後
）

︻
火
︼
内
科
（
午
前
・
午
後
）

︻
水
︼
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

新
刊
図
書
 
…
…
…Books

～
18
時
、
毎
週
木
曜
9
時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

▼
日
原
図
書
館

▽
﹃
月
に
捧
ぐ
は
清
き
酒　

鴻
池
流
事

始
﹄

小
前
亮
 …
…
…
…
…
…

文
藝
春
秋

▽
﹃
父
の
生
き
る
﹄

伊
藤
比
呂
美
 …
…
…
…
…

光
文
社

▽
﹃
心
屋
仁
之
助
の
﹃
奇
跡
の
言
葉
﹄

心
屋
仁
乃
助
 …
…
…
…
…

経
済
界

▽
﹃
新
・
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
闇
﹄

崎
谷
博
征
 …
…
…
…

学
習
研
究
社

▽
﹃
親
の
家
を
片
付
け
る
実
践
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
﹄

　

 …
…
…
…
…
…
…
…

婦
の
友
社

▼
津
和
野
図
書
館
の
新
刊
図
書 

5
月
30
日
は
休
館
で
す
。

▽
﹃
豆
の
上
で
眠
る
﹄

湊
か
な
え
 …
…
…
…
…
…

新
潮
社 

▽
﹃
お
と
こ
の
る
つ
ぼ
﹄

群
よ
う
こ
 …
…
…
…
…
…

新
潮
社 

▽
﹃
Ｑ
ｕ
ｏ
ｓ
の
女
﹄

誉
田
哲
也
 …
…
…
…
…
…

講
談
社

▽
﹃
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ベ
ス
ト

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹄

ア
ン
デ
ル
セ
ン
（
原
作
）

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
研  

▽
﹃
ち
っ
ち
ゃ
な
ト
ラ
ッ
ク
レ
ッ
ド
く
ん

と
イ
エ
ロ
ー
く
ん
﹄

み
や
に
し
た
つ
や
 
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社

雑
誌
無
料
配
布
の
お
知
ら
せ

津
和
野
図
書
館
で
除
籍
し
た
雑
誌

を
、来
館
さ
れ
た
方
へ
差
し
上
げ
ま
す
。

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

5
月
1
日
～
6
月
27
日

津
和
野
図
書
館
内

『ESSE

』『
趣
味
の
園
芸
』『
お
し
ゃ

れ
工
房
』『
き
ょ
う
の
料
理
』『
き
ょ
う

の
健
康
』『
文
藝
春
秋
』
な
ど

お
ひ
と
り
さ
ま
10
冊
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

津
和
野
図
書
館
☎
72
︱
０
１
５
５ 
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3
月
届
出
分

笹さ
さ
ひ
ら平 

彩あ
や
の乃 

3
・
1 

（
森
一
）

後ご
と
う藤 

祐ゆ
う
が雅 

３
･
５ 

（
中
座
二
）

日ひ
の
く
ま熊 

大た
い
そ
ん尊 

3
・
16  

（
直
地
上
）

山や
ま
も
と本 

心ま
り
ん凛 

3
・
17 

（
中
座
一
）

３
月
届
出
分

石
川 

喜
已 

３
･
３ 

（
青
原
） 

79
歳

大
庭 

和
久 

3
・
4 

（
牧
ヶ
野
） 

78
歳

吉
永 

露
子 

３
･
４ 

（
金
見
町
下
） 

91
歳

中
司 
清
子 

3
・
5 

（
森
一
） 

83
歳

宇
山 

昭
円 
３
･
９ 

（
小
直
） 

86
歳

田
中 

菊
男 
3
・
10 

（
西
三
） 

76
歳

大
庭 

泰
子 

3
・
10 
（
森
三
） 

85
歳

陶
山 

壽
子 

3
・
14 
（
森
一
） 

91
歳

村
上 

幸
之
助 

３
・
15 

（
栄
町
） 

86
歳

吉
﨑 

房
子 

３
・
19 

（
小
直
） 
85
歳

竹
中 

忠
行 

3
・
20 

（
西
二
） 
60
歳

和
田 

喜
代
子 

3
・
25 

（
東
一
） 

84
歳

岩
本 

侃
夫 

3
・
27 

（
中
組
） 

88
歳

※
掲
載
は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す︵
敬
称
略
︶

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
︵
敬
称
略
︶

島根県内における災害発生時の緊急情報や災
害対策、支援情報のほか、日ごろ防災に役立
つ情報等を掲載しています。
【URL】http://www.bousai-shimane.jp/index.html

2014 年 4 月 14 日発行

平
成
26
年
こ
こ
ろ
の
相
談
事
業

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

　
　

自
死
遺
族
の
つ
ど
い
の
お
知
ら
せ

こ
こ
ろ
の
相
談
・
ア
ル
コ
ー
ル
、物
忘
れ
な
ど
様
々
な
心
の
悩
み
・

病
気
に
関
す
る
相
談
に
専
門
医
と
保
健
師
が
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
程

場
所

5
月
26
日
︵
月
︶

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

8
月
4
日
︵
月
︶

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

10
月
6
日
︵
月
︶

日
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

12
月
15
日
︵
月
︶

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

2
月
23
日
︵
月
︶

日
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
16
時
00
分

︻
申
込
・
問
合
せ
先
︼
健
康
福
祉
課
☎
︵
72
︶
０
６
５
７

自
死
遺
族
だ
け
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
自
助

グ
ル
ー
プ
で
、
大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
悲
し

み
、
苦
し
み
、
怒
り
等
を
遺
族
だ
け
で
語
り
合

う
場
と
し
て
、
隔
月
に
一
度
「
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

日
時　

偶
数
月　

第
4
土
曜
日

　
　

14
時
00
分
～
16
時
30
分
（
受
付
13
時
30
よ
り
）

場
所　

益
田
市
立
保
健
セ
ン
タ
ーEA

G
A

内　

お
問
い
合
わ
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹
☎090-4692-5960

（
24
時
間
対
応
）


